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-AIネットワーク化による影響及びリスクの分析及び評価手法について-

総務省 AIネットワーク社会推進会議 影響評価分科会（第2回）
平成29年1月23日（月）16:00～18:00
於：総務省 第1特別会議室（中央合同庁舎第2号館 8階）

複雑化する社会におけるAIネットワーク化のエコシステム
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東博暢 / Hironobu Azuma
株式会社日本総合研究所 主席研究員
Incubation & Innovation Initiative/未来 統括Director

●兼務
 2012年～現在 一般社団法人日本スマートフォンセキュリティ協会(JSSEC) 理事 http://www.jssec.org/
 2015年～現在 Incubation & Innovation Initiative/未来2016 統括Director http://mirai.ventures/2016/pc/
 2016年～現在 一般社団法人日本スタートアップ支援協会 顧問 http://www.yumeplanning.jp/

●外部委員など
 総務省「情報通信審議会 技術戦略委員会 次世代人工知能社会実装WG」構成員（総務省）
 一般社団法人 日本経済団体連合会「Society5.0実現部会 大都市WG」メンバー（2017年～現在）
 総務省「ICT街づくり推進会議 スマートシティ検討ワーキンググループ」構成員（2016年～）
 独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）「Technology Commercialization Program」審査員（2014年度～現在）
 総務省「改正個人情報保護法等を踏まえたプライバシー保護検討タスクフォース」 構成員（2015年～）
 総務省「大規模災害時の非常用通信手段の在り方に関する研究」構成員（2015年～）
 総務省「スマートフォンアプリケーションプライバシーポリシー普及・検討タスクフォース」構成員(2014年度) 等多数歴任

AI/IoT/BD領域において、スタートアップ支援、事業開発支援、政策立案支援を実施中。

ブロックチェーン
研究会

2016年4月～

Robot/AI/IoT
研究会

2016年7月～

次世代モビリティサービス
研究会

2016年7月～

次世代都市開発
研究会

2016年7月～

【企画・運営】
株式会社日本総合研究所
【プレミアムメンバー】
株式会社三井住友銀行
【コンソーシアムメンバー】
日本電気株式会社、三井住友海上火災保険株式会社、関西電力株式会社、株式会社講談社、
住友商事株式会社、トヨタ自動車株式会社、ＳＭＢＣ日興証券株式会社、清水建設株式会社
【協賛・後援メンバー】
一般社団法人医療みらい創生機構、特定非営利活動法人ETIC、大阪市、大阪大学ベンチャーキャ
ピタル株式会社、株式会社海外需要開拓支援機構（クールジャパン機構）、神戸市、サイエスト株式
会社、国立研究開発法人産業技術総合研究所、一般社団法人新経済連盟、株式会社日建設計総
合研究所、福岡地域戦略推進協議会、株式会社メイテック

日本の成長戦略の基盤となる先進性の高い技術シーズやビジネスアイデアの「事業化」を支援し、日本経済の活性化に貢献することを目的として、
民間主導で異業種連携による事業開発コンソーシアム「Incubation & Innovation Initiative」を組成、 参加に各種研究会を組成して、事業開発・
調査・政策提言を実施中。

Incubation & Innovation Initiativeとは

Profile

http://www.jssec.org/
http://mirai.ventures/2016/pc/
http://www.yumeplanning.jp/
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ICT関連技術の急速な進展により、第4次産業革命に代表されるCPS等の大規模な産業構造の変化および提供サービスの
高度化が進む中で、「技術」や「制度」（プライバシー、セキュリティ、電波整理等々）、「ビジネスモデル」も踏ま
えた総合的な視点でのエコシステム形成がグローバル社会で求められており、AIネットワーク化も社会変革の方向性を
踏まえた議論が必要であると思料。

ICT技術進展・サービスの高度化により複雑化する社会構造について

NWやPFをどのように構成すべきか？ データ管理主体は？ データ提供のあり方は？ 官民協働の範囲や役割分担は？…
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・ICTレイヤー整理
- 特にプラットフォーム側を中心に議論 等

・産業横断整理
- バリューチェーン横断整理 等

-AIネットワーク化による影響及びリスクの分析・評価手法に関する整理について-

■これまでの議論の経緯

・生活視点を中心に
- 区分・時間軸の考え方 等

（ 次項以降説明）

■これからの整理

AIネットワーク化の
エコシステム

整理

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成

3

今後のガイドライン作成にあたってのユースケースを整理する上で

「生活視点」での整理も重要であると思料。

本日の論点
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等
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連携 ユーザーを巻き込み
ながらの研究開発・
POCの実施

ひと・もの・情報・カネの流通
（IoT/BD/AI/Blockchain/Security 等の技術）

AIネットワーク社会（≒複雑なエコシステム）の全体概要図（生活視点を中心に）
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AIネットワーク化検討会議において
影響評価の対象とした分野の区分（従来区分）

区分の基本的な考え方

■基本的な考え方（AIネットワーク化（横断的評価）を前提とした区分）
⇒AIネットワーク社会は、AIが産業横断的にネットワーク化されて複雑なエコシステムが形成されていくことが
中心的な概念と捉えられるため、旧区分の個別産業から産業横断的な連携可能性を検討するのではなく、
産業連携が起き得る「軸（トピックやキーワード）」を前提に（区分として）具体的な可能性を検討するべき
ではないか？

⇒最終アウトプットである、開発原則の「②利用者支援の原則」をはじめ、その他の原則についても、
「人間」や「利用者」保護の観点からの内容を盛り込むことが想定されているため、主に「生活視点」に近い、
トピックやキーワード（健康、仕事、財産等）を新たな区分として検討してはどうか？

⇒また、公共視点や、産業の中で自発的に横断する要素については別途切出して検討することで
過去の検討との連続性や網羅性を担保してはどうか？

従来区分（16分野）は、特に産業が詳細化（10分野）されている。

公共分野 公共インフラ 防災 スマートシティ 行政

生活支援（パーソナルアシスト） 豊かさ創造

分野共通 農林水産 製造業 運輸・流通 卸売・小売

金融・保険 医療・介護 教育・研究 サービス業 建設

生活分野

産業分野
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大分類 中分類 小分類 産業横断の例

生活視点

健康（Health）

例えば

■世代軸
高齢者、労働者、
青少年 等

■時系列
（時間軸）
教育、医療、
保険、仕事 等

■ゲノム情報や生活情報を基にしたAIネットワーク化
健康増進、検査・治療、+付随サービス（保険、モビリティ、飲食、サプリ等）

移動(Mobility)
■ヒトの移動のためのAIネットワーク化
適切な移動手段の提供+付随サービス（観光、旅行、飲食、物流等）

居住（House）
■住環境を基にしたAIネットワーク化
スマートハウス+付随サービス（小売、物流、警備、）

家族（Family）
■趣味指向情報/ゲノム情報等を基にしたAIネットワーク化
マッチング+付随サービス（ブライダル、旅行、子育て、教育等）

仕事（Work）
■当人の能力・適正・仕事観等に関するAIネットワーク化
ビジネスマッチング、ワークシェア+付随サービス（教育、人脈等）

財産（Property）
■ヒトのライフステージに合わせた様々な財・サービスの提供（全産業）

・・・

公共視点
スマートシティ ■街全体としての情報保有+インフラ・サービス提供（全産業）

コミュニティ ■地域振興や地域防災に向けた様々な主体の連携（産官学）

産業視点
製造業

要検討

■インダストリー4.0による産業横断・バリューチェーン横断（分野融合）

金融・保険業
■フィンテックによる決済・信用データの生成/連携等

新規区分の例
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7

公共分野

公共インフラ 防災 スマートシティ 行政

健康（例）

移動

分野共通

農林水産

製造業 運輸・流通 卸売・小売金融・保険

医療・介護教育・研究サービス業建設

生活分野

産業分野

仕事

財産

家族

AIネットワーク化（横断的評価）を前提とした新規区分のイメージ

生
活
支
援

豊
か
さ
創
造

中心となる視点（区分）

ゲノム情報や生活情報を

基にしたAIネットワーク化

例えば、ヒトの「健康」を軸に取る場合、ゲノム、マイナンバー、ウェアラブルデバイス等から取得できる情報を基
に、健康状態や疾患の可能性に応じた健康増進サービスや食べ物の管理、各種検査や最適な治療の選択、付
随するサービスとしてモビリティや保険サービス等が連携していくことが想定できる。
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公共

インフラ

防災 スマート

シティ

行政 生活

支援

豊かさ

創造

分野

共通

農林

水産

製造業 運輸

流通

卸売

・小売

金融

・保険

医療

・介護

教育

・研究

サービス

業

建設

生活分野 健康（Health） ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○

移動(Mobility) ● ● ● ● ○ ○ ○

居住（House） ● ● ○ ○ ○ ●

家族（Family） ○ ● ● ○ ● ● ●

仕事（Work） ○ ● ● ○ ○ ○ ○

財産（Property） ● ● ● ● ○ ○

公共分野 スマートシティ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ●

コミュニティ ● ● ○ ○

産業分野 製造業 ● ● ● ●

金融・保険業 ● ● ○ ○

従来区分

公共分野 生活分野 産業分野

新

区

分
例えば、ヒトの「健康」を軸に取る場合、ゲノム、マイナンバー、ウェアラブルデバイスから取得できる情報を基に、
健康状態や疾患の可能性に応じた健康増進サービスや食べ物の管理、各種検査や最適な治療の選択、付随す
るサービスとしてモビリティや保険サービス等が連携していくことが想定できる。

健康状態

身体の状態

当人の

趣味・嗜好シ
ニ
ア
の
例

当人の

余裕資産
情報

サービス

モノ

マイナンバー

連携等

健康状態（行動可能範囲）・趣味嗜好・資産状態

に応じた旅行・モビリティサービス

健康状態・趣味嗜好に応じた

健康食品の販売（産地直送）

In OutIn InOutOutOutIn

新区分と従来区分の対応と分野横断のイメージ

新区分と従来区分の対応と分野横断のイメージ

前述したユースケース例を整理した場合の新区分と従来区分の対応と分野横断のイメージを以下に
示す。
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進展段階1
✔個別分野（初期16分野）が独立してAI化

進展段階2
✔新たな区分で分野横断が行われる
（生活視点を軸とした連携および融合）

✔同時に個人に紐づく様々なデータが収集・分析
され、様々な産業で利用できる状態になる

進展段階2以降
（段階3,4の明確な切り分けが困難ではないか？）

✔最終的にはヒトに関する大量の情報が
ネットワークを流通し、当人の状況に合わせて
あらゆる最適なサービスが提供される姿となる

⇒一部の構成要素の不具合が全体に影響
⇒強大なプレイヤーの登場、格差拡大
⇒信頼できるプレイヤーの役割拡大

時間軸検討の観点

公共分野 公共インフラ 防災 スマートシティ 行政

生活支援（パーソナルアシスト） 豊かさ創造

分野共通 農林水産 製造業 運輸・流通 卸売・小売

金融・保険 医療・介護 教育・研究 サービス業 建設

生活分野

産業分野

イメージ時間軸の考え方（AIネットワーク化の進展段階）

公共分野

公共インフラ 防災 スマートシティ 行政

健康

移動

分野共通

農林水産

製造業 運輸・流通 卸売・小売金融・保険

医療・介護教育・研究サービス業建設

生活分野

産業分野

仕事

財産

家族

生
活
支
援

豊
か
さ
創
造

ヒトのあらゆる情報を基に
あらゆる財・サービスが提供される

宿
泊
施
設

補
助
機
器

（
車
椅
子

等
）

住空間
Smart House 等

全
ゲ
ノ
ム
デ
ー
タ

情
報

の
取

り
扱

い
に

対
す

る
リ
テ

ラ
シ

ー
ギ

ャ
ッ

プ

Biobank

ひと

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

ID
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
・人
体
組
み
込
み
型
セ
ン
サ
ー
等

ID Device
Sensor

Individual

G
e
ne

ra
ti
o
n

Individual/Family

婚姻・出産

独居老人

介護・逝去

核家族化

生活サービス

公
共
交
通
（
鉄
道
・
バ
ス
・
航
空
・
海
運
・
水
運
・
シ
ェ
ア

等
）

交
通
（
自
動
車
・
自
転
車
・
シ
ェ
ア

等
）

モビリティ
関連サービス

Mobility
（ひと・モノの移動）

人体との
物理的距離

Public Sector

サービス提供 データ提供 重要インフラ提供

オープンデータ
社会保障費の削減

等
CO２排出削減 地方創世

渋滞・交通事故削減 防災・減災
健康長寿

保育園

学校

職場

介護施設

商
業
施
設
・
観
光
施
設
・
店
舗

等

医
療
機
関
・
病
院

港
湾
・
空
港
お
よ
び
周
辺
施
設

インバウンド観光

配送
サービス

Community

スマートな暮らし

Private Sector
顧客(ユーザ-)に対するモノや重要インフラやサービスの提供による収益の確保 等

データ提供 サービス提供重要インフラ提供

R&D

教育
人材育成

創薬
コホート

安心
安全

新事業
創造

商品開発

・・・

教育
サービス

金融・保険
サービス

安心安全サービス

エンターテイメント
サービス

医療・介護サービス

観光サービス

・・・

ひと・もの・情報・カネの流通
（IoT/BD/AI/Blockchain/Security 等の技術）

連携

連携

まち

しごと

B2C

自治体業務

産業活動（B2B） ex)製造業 等

ユーザーを巻き込み
ながらの研究開発・
POCの実施

公共分野

公共インフラ 防災 スマートシティ 行政

健康（例）

移動

分野共通

農林水産

製造業 運輸・流通 卸売・小売金融・保険

医療・介護教育・研究サービス業建設

生活分野

産業分野

仕事

財産

家族

生
活
支
援

豊
か
さ
創
造

中心となる視点（区分）

ゲノム情報や生活情報を

基にしたAIネットワーク化
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宿
泊
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設
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機
器
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椅
子

等
）

住空間
Smart House 等

全
ゲ
ノ
ム
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ー
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情
報

の
取

り
扱

い
に

対
す

る
リ
テ

ラ
シ

ー
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ャ
ッ

プ
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マ
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
・
人
体
組
み
込
み
型
セ
ン
サ
ー
等

ID Device
Sensor

Individual

G
e
ne

ra
ti
o
n

Individual/Family

婚姻・出産

独居老人

介護・逝去

核家族化

生活サービス

公
共
交
通
（鉄
道
・バ
ス
・航
空
・海
運
・水
運
・シ
ェ
ア

等
）

交
通
（自
動
車
・自
転
車
・シ
ェ
ア

等
）

モビリティ
関連サービス

Mobility
（ひと・モノの移動）

人体との
物理的距離

Public Sector

サービス提供 データ提供 重要インフラ提供

オープンデータ
社会保障費の削減

等
CO２排出削減 地方創世

渋滞・交通事故削減 防災・減災
健康長寿

保育園

学校

職場

介護施設

商
業
施
設
・観
光
施
設
・
店
舗

等

医
療
機
関
・
病
院

港
湾
・空
港
お
よ
び
周
辺
施
設

インバウンド観光

配送
サービス

Community

スマートな暮らし

Private Sector
顧客(ユーザ-)に対するモノや重要インフラやサービスの提供による収益の確保 等

データ提供 サービス提供重要インフラ提供

R&D

教育
人材育成

創薬
コホート

安心
安全

新事業
創造

商品開発

・・・

教育
サービス

金融・保険
サービス

安心安全サービス

エンターテイメント
サービス

医療・介護サービス

観光サービス

・・・

ひと・もの・情報・カネの流通
（IoT/BD/AI/Blockchain/Security 等の技術）

連携

連携

まち

しごと

B2C

自治体業務

産業活動（B2B） ex)製造業 等

ユーザーを巻き込み
ながらの研究開発・
POCの実施

Wi-Fi

固 定 回 線

SIGFOX 
SIGFOX 

LTE（5G）Wi-Fi
Wi-Fi

Wi-Fi

Bluetooth LTE（5G）

Beacon

NB-LoT LTE Cat-M

Wi-Fi

Wi-Fi

地下

屋内

商業施設
カーシェア

ごみ収集医療・介護施設

商業ビル

ホテル
都 市 部

地方
（交通結節点）

30kHz                300kHz                            3MHz                       30MHz                       300MHz         3GHz                          30GHz                              300GH 

LF MF HF VHF    UHF SHF EHF

Platform 物理構成/共通基盤
Platform A Platform B Platform C Platform X

ロボット

自動運転介護・ヘルスケアサービス
その他IoTサービス

ブロードバンドサービス
見守り（安心・安全）A.I.

A.I.

A.I.(DISAANA)
A.I.

A.I.

A.I.

A.I.

災害情報

A.I.
金融サービス

InsTech

Blockchain

新技術を活用した
新サービス創出

物流FinTech

自治体オープンデータ

LogiTech Health & MedTech

公共

インフラ

防災 スマート

シティ

行政 生活

支援

豊かさ

創造

分野

共通

農林

水産

製造業 運輸

流通

卸売

・小売

金融

・保険

医療

・介護

教育

・研究

サービス

業

建設

生活分野 健康（Health） ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○

移動(Mobility) ● ● ● ● ○ ○ ○

居住（House） ● ● ○ ○ ○ ●

家族（Family） ○ ● ● ○ ● ● ●

仕事（Work） ○ ● ● ○ ○ ○ ○

財産（Property） ● ● ● ● ○ ○

公共分野 スマートシティ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ●

コミュニティ ● ● ○ ○

産業分野 製造業 ● ● ● ●

金融・保険業 ● ● ○ ○

従来区分

公共分野 生活分野 産業分野

新

区

分
例えば、ヒトの「健康」を軸に取る場合、ゲノム、マイナンバー、ウェアラブルデバイスから取得できる情報を基に、
健康状態や疾患の可能性に応じた健康増進サービスや食べ物の管理、各種検査や最適な治療の選択、付随す
るサービスとしてモビリティや保険サービス等が連携していくことが想定できる。

健康状態

身体の状態

当人の

趣味・嗜好シ
ニ
ア
の
例

当人の

余裕資産
情報

サービス

モノ

マイナンバー

連携等

健康状態（行動可能範囲）・趣味嗜好・資産状態

に応じた旅行・モビリティサービス

健康状態・趣味嗜好に応じた

健康食品の販売（産地直送）

In OutIn InOutOutOutIn

ユースケース

レイヤー整理 生活者視点のエコシステム整理

分野横断的評価

複雑化する社会におけるAIネットワーク化のエコシステムの整理手法

それぞれ異なった視点でユースケースの整理を行いながら分野横断的な評価を行うことで、それぞれ
の整理手法やエコシステムを精緻化し、ガイドライン作成を実施していくのはどうか？
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Thank you

hironobu.azuma.7

azuma.hironobu@jri.co.jp
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